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旭北地区社会福祉協議会会則 

 

    第 １ 章  名称及び事務所 

  

 （名称） 

第１条 本会は、旭北地区社会福祉協議会という。 

（事務所） 

第２条 本会の事務所は、会長宅に置く。 

 

   第 ２ 章  目的及び事業 

 

 （目的） 

第３条 本会は、旭北地区の地区内（以下「地区内」という。）における地区関係団体と連携 

を密にし、及び協力をし、並びに自主的かつ積極的に地区内の住民と直結した社会福祉に

関する活動を推進し、もって地域福祉の増進を図ることを目的とする。 

（事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、関係機関の協力を得て、地区内における社会 

福祉に関する事業計画をたて､次に掲げる事業を行う。 

（１）ひとり親家庭等及び交通遺児家庭に対する協力及び援助 

（２）身体障がい者（児）等に対する協力及び援助 

（３）高齢者に対する協力及び援助 

（４）各種募金活動への協力 

（５）ボランティアの育成及び活動の推進 

（６）その他本会の目的達成のために必要な事項 

（部会） 

第５条 第３条の目的を達成するため次の部会を置く。 

（１）児童福祉部（幼児、生徒を含む。以下同じ） 

（２）障がい者福祉部 

（３）高齢者福祉部 

 

 第 ３ 章  会員 

 

 （会員） 

第６条 本会の会員は、地区内の自治会員とする。 

（会費） 

第７条 会費は、徴収しない。 

   

 第 ４ 章  委員及び役員 
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 （委員） 

第８条 本会の委員は、地区内の次に掲げる者とする。 

（１）自治会より推薦された者 

（２）自治会より推薦された民生児童委員 

（３）自治会連合会の代表者 

（４）ボランティアの代表者 

（役員） 

第９条 本会に次の役員を置く。 

（１）会長１名 

（２）副会長２名 

（３）書記２名 

（４）会計２名 

（５）監事２名 

（６）児童福祉部、障がい者福祉部、及び高齢者福祉部の部長及び副部長 

（役員の選出） 

第１０条 会長及び副会長は、推薦委員会が選出し、総会において承認を得る。 

２  推薦委員会は、６名で組織し、その委員は、各自治会の委員の互選により選出し、これを

構成する。 

３  書記、会計及び監事は、会長が指名し、総会において承認を得る。 

４  児童福祉部、障がい者福祉部及び高齢者福祉部の部長及び副部長は、これらの部の部員の

互選により定める。 

（役員の任務） 

第１１条 会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

２  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会

長の指名する副会長がその職務を代行する。 

３  書記は、会議の記録をする。 

４  会計は、本会の経理執行に当たる。 

５  監事は、本会の収入及び支出が正確かつ適正に処理されているかを監査する。 

６  児童福祉部の部長は、ひとり親家庭等及び交通遺児家庭に対する協力及び援助に関する事

務を掌る。 

７  障がい者福祉部の部長は、身体障がい者（児）等に対する協力及び援助に関する事務を掌

る。 

８  高齢者福祉部の部長は、高齢者に対する協力及び援助に関する事務を掌る。 

９  児童福祉部、障がい者福祉部及び高齢者福祉部の副部長は、これらの部会の長を補佐し、

当該部会の長に事故があるときは、その職務を代行する。 

 （任期） 

第１２条 役員及び委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の役員及び委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

２  役員及び委員は、再任されることができる。 

３  役員又は委員に自治会より推薦された民生児童委員が就任した場合の当該役員又は委 



3 

 

  員の任期は、当該民生児童委員の任期にかかわらず、本会会計年度末とする。 

 

 

    

 第 ５ 章  会議 

  

 （会議の種類） 

第１３条 会議は、総会、役員会、委員会及び部会とする。 

２  総会は、原則として年２回開催し、必要に応じて臨時総会を開催することができる。 

３  役員会、委員会及び部会は、必要に応じてその都度開催する。 

 （召集） 

第１４条 総会、役員会及び委員会は、会長が招集し、部会は、部長が召集する。 

（議長） 

第１５条 総会の議長は、出席した委員のうちから選出する。 

２  役員会又は委員会の議長は、出席した役員又は委員のうちからその都度、会長が役員会又

は委員会に諮って定める。 

３  部会の議長は、当該部会の長が当たる。 

（定足数） 

第１６条 会議は、総て２分の１以上の出席がなければ開くことができない。 

（採決） 

第１７条 総て会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

（議決） 

第１８条 総会は、この会則に別に定めるもののほか、次の事項を議決する。 

（１）本会の事業計画、予算及び決算に関する事項 

（２）本会の会則の改正に関する事項 

（３）その他会長が必要と認める事項 

（役員会） 

第１９条 役員会は、次に掲げる事項を審議する。 

（１）総会に提出すべき事項 

（２）その他会長が必要と認める事項 

    

 

第 ６ 章  会計 

 

 （会計年度） 

第２０条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（経費） 

第２１条 本会の経費は、平塚市社会福祉協議会補助金、寄付金及びその他の収入をもってこれ

に充てる。 
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（旅費） 

第２２条 役員、委員及びボランティアが本会の業務のため又は研修会に出席のため出張したと

きは、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める旅費を支給する。 

   （１）市内に出張したとき。  ５００円 

   （２）市外に出張したとき。  交通費実費。ただし、出張が１日の場合は、交通費実費

に６００円を加算する。 

（監査） 

第２３条 監事は、毎年１回以上監査結果を総会に報告しなければならない。 

 

    第 ７ 章  弔慰金等 

 

 （弔慰金等） 

第２４条 本会は、次の各号のいずれかに該当する者が死亡したときは、弔慰金として 

    ５，０００円を支給する。 

（１）役員又は委員 

 

２  本会は、役員又は委員が疾病等により２１日以上入院したときは、見舞金として 

  ３，０００円を支給する。 

    附 則 

 この会則は、平成元年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成３年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成１０年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成１２年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成１３年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成２１年４月１日から施行する。 

   付 則 

この会則は、平成２５年４月１日から施行する。 

   付 則 

この会則は、平成２６年４月１日から施行する。 

   付 則 

この会則は、平成２８年４月１日から施行する。 


